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はじめに 
 

公益社団法人広島県専修学校各種学校連盟は、平成29年度文部科学

省委託事業「専修学校グローバル化対応推進支援事業」を受託し、『広

島県へのベトナム人留学生倍増事業』に取り組みました。 

今回の事業は、「ターゲット国」及び「ターゲット分野」の設定が

求められており、当連盟では、「ターゲット国」をベトナムに絞り、

また、「ターゲット分野」として、工業分野、教育・社会福祉分野、

服飾・家政分野の３分野を設定したうえで、事業内容を下記の３つに

絞って実施しました。 

１ 「ベトナム広島県専門学校留学フェア」の開催 

２ 「ＷＥＢの整備」 

３ 「広島県内専門学校見学会」の開催 

「ベトナム広島県専門学校留学フェア」ではベトナムを訪問し、ホ

ーチミン及びハノイの２都市にて専門学校説明会を開催しました。 

「ＷＥＢの整備」については日本語のホームページを改訂したうえ

で、ベトナム語に対応し、ベトナムの方が直接当連盟ホームページを

閲覧できるように整備しました。 

「広島県内専門学校見学会」では、ベトナムから大学・日本語学校

関係者を招聘し、広島県内の専門学校見学を実施しました。専門学校

の見学後は、ベトナム人留学生との交流会や、関係団体との交流会を

開催し、ベトナムから招聘した先生方に、ベトナム人留学生が広島県

で、安心・安全に修学できる環境にあることをアピールしました。 

これらの事業の推進にあたっては、会員校の参加協力だけではなく、

特定非営利活動法人広島ベトナム協会、広島県中小企業団体中央会や、

広島県のご協力を賜りました。 

本年度は約３カ月間という短い事業実施期間だったことから、実施

に関する多くの課題が残されました。 

今回で学びえたノウハウと課題の検討に取り組み、次年度以降に活

かしていきたいと思っております。 

 

平成30年3月 

 

平成 29 年度文部科学省委託事業 

広島県へのベトナム人留学生倍増事業 

事業実施構成員会 

代表 原 田  優 子 
（公益社団法人 広島県専修学校各種学校連盟 会長）  
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第 1 章 事業の概要 
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Ⅰ 事業の内容 

１ 事業の趣旨・目的 

ベトナムをターゲット国にした広島県内専修学校への留学案内（ＷＥＢ媒

体でのベトナム語による広島県の専修学校留学案内を製作）、及びベトナム

現地での留学生募集活動（入口）から、広島県内への就職（出口）までの取

り組みを３年間で行う。  

平成 29 年度現在、当連盟加盟専修学校 54 校のうち、19 校に 1,177 名の

留学生が在籍している。しかし、このうち専門課程在籍者は 247 名（21％）

しかおらず、ほとんどは日本語学科在籍の留学生である。 

また、ベトナムからの留学生は 786 名で、全体の 67％を占めている。数

字上はベトナムからの留学生が多いように見えるが、このうち専門課程在籍

者は 156 名（20％）しかいない。このため、専門課程への留学の促進を図

る必要があると考え、現地での、いわゆる高校卒業生を対象とした広報活動

と同時に、ベトナムの大学を卒業した日本語能力の高い留学生の獲得も狙う。  

これにはベトナムの大学と提携する必要があるため、関係者を広島県に招

聘し、広島県の専修学校の実態を把握していただき、座学中心の大学と、実

技中心の専修学校の違いを明確に理解していただくことにより、ベトナムの

大学を卒業し、実技を学ぶ要望のある留学生獲得を狙う。  

また、現在、ベトナム人留学生の支援を続けている特定非営利活動法人広

島ベトナム協会と、技能実習生を多く受け入れている企業が加盟する広島県

中小企業団体中央会を中心に、産業界・行政とのネットワークを構築するこ

とにより留学生の就職促進を図る。  

平成 29 年度は主に募集活動（留学フェア・ＷＥＢの整備・大学関係者等

の招聘）を行いながら、広島県内企業の留学生就職状況の把握に努め、平成

30 年度は、前年の募集活動に加え、留学が体験できる「プチ留学体験事業」

と、留学生在籍管理等の教職員研修会を実施し、平成 31 年度には留学生の

就職指導のための教職員研修会や、留学生募集企業を集めた企業説明会等で

の就職促進を図る。  

 

 

２ 事業の概要 

(1) ベトナム広島県専門学校留学フェア  

広島県よりベトナムを訪問し、専門学校の広報説明会を実施する。  

会場には、学校説明ブース（８校予定）を設置し、各学校の学校説明を

行うと共に、各分野の紹介動画（授業や実習の様子）と、学生の１日の過

ごし方の動画、広島紹介動画を放映し、留学先としての広島県、また、実

習中心の専修学校の魅力をアピールする。 

各会場 600 人以上の来場者（大学生・高校生・保護者）を見込む。 

併せて、効果検証のため、来場者アンケートを実施し、「広島の専修学校

で学びたいと思った」という回答数を 80％以上目指す。 
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(2) ＷＥＢの整備 

（公社）広島県専修学校各種学校連盟ホームページのベトナム版の作成。 

現在、当連盟ホームページには「留学生向けページ」を掲載しているが、

トップページが日本語のため、ベトナムからの閲覧者は少ないと思われる。

そのため、現在の日本語版でのホームページを、閲覧者にわかりやすくリニ

ューアルし、それをベトナム語に翻訳したベトナム語版でのホームページを

新たに作成し、２言語でのホームページとする。 

また、留学フェア用に作成する各分野の紹介動画（授業や実習の様子）と、

学生の１日の過ごし方の動画も掲載する。 

スマートフォン・タブレットに対応することにより、Facebook、Google、

LINE 等ベトナムで使用率の高い SNS ツールも使用する。 

年間 5,000 人の閲覧者、コンテンツページの平均ページビューが 6 以上、

関連ページからランディングしてきた閲覧者の問い合わせ件数（コンバージ

ョン）100 件、映像コンテンツの再生回数平均 5,000 回を目指す。 

 

(3) 広島県内専門学校見学会 

ベトナムの大学・日本語学校の教職員を広島県に招聘し、専門学校の実技

指導を実際に見学することにより、専門学校の認知度を高めると共に、現在

留学中の学生との交流を通じ、広島県の暮らしやすさを実感していただき、

留学先として広島県・専門学校を推奨していただく。 

また、招聘する大学・日本語学校と、見学先専門学校との姉妹提携交渉を

行い、両校の関係を深める。工業、教育・社会福祉、服飾家政の３分野で各

１校の姉妹提携を目指す。 

平成 29 年度は、招聘先より５名、30 年度以降毎年 5～10 名の留学生獲得

を目指す。 
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３ 事業の実施構成員 

 

氏  名  所 属・職 名  役割等  

原田  優子  
(公社 )広島県専修学校各種学校連盟  

 会長  
代 表  

坂本  登美子  広島工業大学専門学校 副校長  実施責任者  

林 辰也  
特定非営利活動法人広島ベトナム協会 

理事長  
構成員  

石田  文典  広島県中小企業団体中央会 専務理事  構成員  

山本  耕史  広島県地域政策局国際課  課長  構成員  

小田 聡  ＩＧＬ医療福祉専門学校 広報部長  構成員  

竹越 徹  
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 

理事  
構成員  

小谷  亮爾  
小井手ファッションビューティ専門学校 

校長  
構成員  

後藤  隆之  
専門学校ファッションビジネス･アカデミー福山 

理事長  
構成員  

中村  安行  
ＩＷＡＤ環境福祉リハビリ専門学校  

専務理事  
構成員  

田中  信也  広島ＹＭＣＡ専門学校 事務長補佐  構成員  

森元  寛美  
専門学校広島国際ビジネスカレッジ  

事務長  
構成員  
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４ 事業の推進体制 
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第２章 事業の実施報告 
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Ⅰ ベトナム広島県専門学校留学フェア 

 

１ 目的  

現在、約 53,000人のベトナム人留学生が日本に在籍していると言われている。ベトナムでは 2016

年に小学校へ第１言語として日本語教育が導入され、高校や大学でも日本語教育を第２言語として

導入が進み、これからも留学生は増加して行く可能性が高い。  

 しかし、ベトナムから日本への留学者が増加傾向にある中、その大部分は日本語学校か大学への

留学である。その留学先も、友人の紹介等により、少ない選択肢の中から選択している。同時に、

専門学校と学生との接触率が低いため、知名度がなく、学生の信用に至っていない。そこで、学生

が現地で留学先の専門学校の担当者と直接話すことができる場を設けることにより、ベトナムで

「広島」を、「専門学校」を認知してもらい、ベトナム人留学生の獲得を目指すことを目的とした。 

 会場では、学校説明ブース（７校）のほか、各分野の紹介動画（授業や実習の様子）と、広島紹

介動画を放映する。 

 配布するパンフレットは、平成 27 年度「専修学校留学生就職アシスト事業」において制作した

ベトナム語版広島県内専門学校案内パンフレットを改訂して使用する。 

 併せて、効果検証のため、来場者アンケートを実施し、「広島の専修学校で学びたいと思った」

という回答数を 80％以上目指す。 

 

 

２ 取り組みの推進体制 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟事務局より留学フェア参加校を募り、ベトナム訪問の手配を

行った。会場・必要人員等の手配についてはＩＧＬ医療福祉専門学校を中心に行い、広島県地域政

策局国際課よりも広島県紹介資料の支援を受けた。 

事業推進にあたっては、平成 29 年 12 月 20 日(水)に、構成員及び留学フェア参加者と合同で全

体会議を行い、事業内容の検討を行った。 

平成 30 年 1 月 12 日（金）には構成員会議を開催し、役割分担等での意思統一を図った。 

 

 

３ 構成員 

 氏 名 所属・役職 

１ 原田 優子 公益社団法人広島県専修学校各種学校連盟 会長 

２ 坂本 登美子 広島工業大学専門学校 副校長 

３ 小田  聡 ＩＧＬ医療福祉専門学校 広報部長 

４ 竹越  徹 トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 理事 

５ 後藤 隆之 専門学校ファッションビジネス・アカデミー福山 理事長 

６ 山本 耕史 広島県地域政策局国際課 課長 

７ 林  辰也 特定非営利活動法人広島ベトナム協会 理事長 



- 13 - 

 

 

４ 日程 

平成 30 年   

1 月 18 日（木）  福岡空港よりベトナム ホーチミン到着  

1 月 19 日（金） LOTS（現地依頼会社）にて、オリエンテーション 

  会場下見 

1 月 20 日（土）  ベトナム広島県専門学校留学フェア（ホーチミン）  

 9：00～17：00  ・学校紹介ブース（７校参加）  

  ・広島県専門学校パンフレットの配布  

  ・広島県専修学校連盟作成動画の放映  

  ・広島県ＰＲ動画の放映  

  ※終了後ハノイへ移動 

1 月 21 日（日）  ベトナム広島県専門学校留学フェア（ハノイ）  

 9：00～17：00  ・学校紹介ブース（７校参加）  

  ・広島県専門学校パンフレットの配布  

  ・広島県専修学校連盟作成動画の放映  

  ・広島県ＰＲ動画の放映  

  ※終了後 ハノイより福岡空港へ 

1 月 22 日（月）  帰国 

 

 

５ 留学フェア参加者 

  役割等 氏名 所属 職名 

1 代表 原田 優子 (公社)広島県専修学校各種学校連盟 会 長 

2 実施責任者 坂本 登美子 広島工業大学専門学校 副校長 

3 会場責任者 小田  聡 ＩＧＬ医療福祉専門学校 広報部長 

4   川原 大二郎 トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 学生課長 

5   延廣 泰正 福山福祉専門学校 事務部長 

6   村重 さやか 広島ＹＭＣＡ専門学校 事務次長 

7   後藤 隆之 専門学校ファッションビジネス・アカデミー福山 理事長 

8   森元 寛美 専門学校広島国際ビジネスカレッジ 事務長 

9 事務担当者 沖 周平 (公社)広島県専修学校各種学校連盟 事務局長 

 

※ 留学フェア実施・現地依頼先 

LOTS COMPANY LIMITED ゼネラル・ディレクター  佐藤 貴史   
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６ 戦略 

(1) 継続的に優秀な学生の囲い込み 

ベトナム人学生に「専門学校」、及び、「広島県」を認知してもらい、留学生を継続的に獲得し

ていくための中期的戦略として、「学生獲得導線の流れ」を確立することを目的とした。今回の

留学フェア実施のゴール設定として、“継続的に留学生獲得をしていく体制”づくりを目指した。 

 また、現地仲介業者（エージェント）を通さず、現地で大学・高校に対して広報を行っている

留学情報会社に依頼することによって、優秀な学生獲得を目指した。 

17 歳～25 歳の学生、及び卒業者で、今後日本語学習や、専門的なスキルをつけていこうとし

ているベトナム人学生をターゲットとした。 

 

(2) 留学フェア開催からフォローまでの取り組み 

① 企画 ⇒ 認知・学生募集 ⇒ フェア開催 ⇒ アフターフォローまでの流れの確立。 

② 学生の将来の展望や、声を直接聞く接触機会の創出 ⇒ ＷＥＢ等を活用した継続接触の

しくみ創出。 

③ 専門学校留学による、就学後の進学や、就職サポートのイメージ創出と継続的な情報発信。 

④ いつでも相談できる留学フェア後の相談窓口の設置とフォロー体制づくり。 

 

 

７ 開催概要 

(1) 日時・会場 

平成 30 年 1 月 20 日（土） 9：00～17：00 ホーチミン会場 レックスホテル 

平成 30 年 1 月 21 日（日） 9：00～17：00 ハノイ会場 フォーチュナホテル 

 

(2) 開催内容 

① 学校紹介ブース（７校） 

② 「広島県・専門学校」展示会 

 専門学校各分野の紹介パネル展示、及び広島県の魅力パネルの展示 

③ 日本語スピーチコンテスト 

 

(3) 来場者数 

ホーチミン会場 119 名 

ハノイ会場    81 名 

※ いずれも仲介業者（エージェント）や留学関係者含む。 
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(4) 会場の状況 

① 会場内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

② 専門学校ブース 

  

広島工業大学専門学校           IGL 医療福祉専門学校 

  

トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校       福山福祉専門学校 
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広島ＹＭＣＡ専門学校       専門学校ファッションビジネス・アカデミー福山 

 

          

専門学校広島国際ビジネスカレッジ 

 

 

 

  

日本語スピーチコンテスト 
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③ 広島・専門学校留学の魅力パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 広島県の魅力パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            



- 18 - 

 

 

８ 配布パンフレット（ベトナム語） 

 「広島で学ぶ。暮らす。はたらく。」すべてがわかる留学・就職サポートガイド 
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- 20 - 
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９ 来場者アンケート 

(1)-1 アンケート用紙 表（ベトナム語） 
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(1)-2 アンケート用紙 裏（ベトナム語） 
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(2)-1 アンケート用紙 表（日本語） 
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(2)-2 アンケート用紙 裏（日本語） 
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(3) アンケート集計結果 

 

 

 

① 性別・年齢

27%

73%

性別(ホーチミン）

男性 女性

32%

68%

性別(ハノイ)

男性 女性

13%

69%

13%

5%

年齢(ホーチミン)

～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳以上

16%

64%

17%

3%

年齢(ハノイ)

～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳以上

男性 32

女性 87

男性 26

女性 55

～19歳 15

20歳～24歳 82

25歳～29歳 16

30歳以上 6

～19歳 13

20歳～24歳 52

25歳～29歳 14

30歳以上 2

② 職業・日本語レベル

5%

67%

4%

24%

職業(ホーチミン)

高校生 専門学校・大学生 大学院生 社会人

10%

71%

10%

9%

職業(ハノイ)

高校生 専門学校・大学生 大学院生 社会人

高校生 6

専門学校・大学生 79

大学院生 5

社会人 29

高校生 8

専門学校・大学生 58

大学院生 8

社会人 7

16%

24%

8%11%

26%

12%
3%0%

日本語レベル(ホーチミン)

未学習 資格未取得 学習している(N5) 学習している(N4)

学習している(N3) 学習している(N2) 学習している(N1) 留学試験

7%

7%

15%

25%

24%

21%

0%1%

日本語レベル(ハノイ)

未学習 資格未取得 学習している(N5) 学習している(N4)

学習している(N3) 学習している(N2) 学習している(N1) 留学試験

未学習 19

資格未取得 29

学習している(N5) 10

学習している(N4) 13

学習している(N3) 31

学習している(N2) 14

学習している(N1) 3

留学試験 0

未学習 6

資格未取得 6

学習している(N5) 12

学習している(N4) 20

学習している(N3) 20

学習している(N2) 17

学習している(N1) 0

留学試験 1

*留学試験受験者1名ですが、
点数は覚えていないそうです。
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③ 意識調査(留学/広島認知)

85%

15%

日本留学に興味はありますか？(ホーチミン)

はい いいえ

95%

5%

日本留学に興味はありますか？(ハノイ)

はい いいえ

97%

3%

広島県を知っていますか？ (ホーチミン)

はい いいえ

98%

2%

広島県を知っていますか？ (ハノイ)

はい いいえ

はい 104

いいえ 19

はい 77

いいえ 4

はい 115

いいえ 4
はい 79

いいえ 2

④ 意識調査(広島留学/希望学校種)

82%

18%

広島県へ留学したいですか？(ホーチミン)

はい いいえ

79%

21%

広島県へ留学したいですか？(ハノイ)

はい いいえ

はい 97

いいえ 22

はい 64

いいえ 17

23%

40%

34%

3%

留学希望の学校は？(ホーチミン)

専門学校 大学、大学院 日本語学校 未回答

30%

32%

34%

4%

留学希望の学校は？(ハノイ)

専門学校 大学、大学院 日本語学校 未回答

専門学校 36

大学、大学院 62

日本語学校 52

未回答 5

専門学校 37

大学、大学院 40

日本語学校 43

未回答 5
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⑤ 今回興味のある学校は見つかりましたか？

6%

16%

10%

15%

17%

9%

13%

14%

出展学校で興味のある学校はありましたか？

(ホーチミン)

広島工業大学専門学校 ＩＧＬ医療福祉専門学校

福山福祉専門学校 広島ＹＭＣＡ専門学校

広島国際ビジネスカレッジ トリニティカレッジ

ファッションビジネス・アカデミー福山 見つからなかった

10%

18%

7%

8%

23%

9%

6%

19%

出展学校で興味のある学校はありましたか？

(ハノイ)

広島工業大学専門学校 ＩＧＬ医療福祉専門学校

福山福祉専門学校 広島ＹＭＣＡ専門学校

広島国際ビジネスカレッジ トリニティカレッジ

ファッションビジネス・アカデミー福山 見つからなかった

広島工業大学専門学校 11

ＩＧＬ医療福祉専門学校 32

福山福祉専門学校 20

広島ＹＭＣＡ専門学校 31

広島国際ビジネスカレッジ 35

トリニティカレッジ 19

ファッションビジネス・アカデミー福山 27

見つからなかった 28

広島工業大学専門学校 8

ＩＧＬ医療福祉専門学校 14

福山福祉専門学校 6

広島ＹＭＣＡ専門学校 6

広島国際ビジネスカレッジ 18

トリニティカレッジ 7

ファッションビジネス・アカデミー福山 5

見つからなかった 15

⑥ どんなコース・学科に興味がありますか？

日本語学科 26

経済・経営学科 12

ファッション学科 10

社会福祉学科 7

看護学科 6

建築・建設学科 3

ビジネス通訳学科 3

機械学科 3

ヘルスケア 3

サービス、ホスピタリティ、ホテル 1

その他(弁護士) 1

その他(貿易) 1

その他(スポーツ関係) 1

ホーチミン市 ハノイ市

日本語学科 14
鍼灸学科 5

ヘルスケア 5
建築・建設学科 4

サービス、ホスピタリティ、ホテル、シェフ 4

看護学科 3
ファッション学科 3

社会福祉学科 3
ビジネス通訳学科 3

機械学科 3

経済・経営学科 1
柔整学科 1

IT 1
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(4) アンケート総括 

① 年齢・性別 

  女性が３分の２を占める。ベトナムでは女性の向学心が強いようである。 

 

② 職業・日本語レベル 

  大学生の参加が多い。高校生にはまだ日本への留学が浸透していないようである。 

  ホーチミンとハノイでは、傾向が異なるが、Ｎ３以上取得者が 40％以上を占める。 

  

③ 意識調査（留学/広島認知） 

  留学フェアへの参加者であるため、圧倒的に留学希望者が多い。 

  広島県の認知度は非常に高い。世界遺産であるため、原爆ドーム・宮島はよく知っている。 

  

④ 意識調査（広島留学/希望学校種） 

  広島県留学希望者は 80％にのぼる。 

  ホーチミンとハノイでは、傾向が異なるが、専門学校希望者は 30％程度である。 

  

⑤ 今回興味のある学校は見つかりましたか？ 

参加７校でほぼ同程度の興味度である。 

   

⑦ フェア運営について

14%

9%

2%

33%

42%

何でイベントを知りましたか？(ホーチミン)

雑誌、フリーペーパー ウェブ メールマガジン フェイスブック、SNS 友人、家族

19%

19%

1%

33%

28%

何でイベントを知りましたか？(ハノイ)

雑誌、フリーペーパー ウェブ メールマガジン フェイスブック、SNS 友人、家族

91%

1%
8%

次回イベントの際、参加しますか？(ホーチミン)

はい いいえ まだわからない

88%

4%

8%

次回イベントの際、参加しますか？(ハノイ)

はい いいえ まだわからない

雑誌、フリーペーパー 25

ウェブ 16

メールマガジン 3

フェイスブック、SNS 58

友人、家族 72

雑誌、フリーペーパー 28

ウェブ 28

メールマガジン 2

フェイスブック、SNS 48

友人、家族 41

はい 108

いいえ 1

まだわからない 10

はい 71

いいえ 3

まだわからない 7



- 29 - 

 

 

⑥ どんなコース・学科に興味がありますか。 

 日本語学科への興味が強い。「② 職業・日本語レベル」回答でＮ４以下、または未取得者

が多いことと関係している。 

 ホーチミンでは「ファッション」への興味が目立った。 

 

⑦ フェア運営について 

 告知については「フェイスブック・SNS」と「雑誌・フリーペーパー」で 60％以上を占め

ており、効果的な広告媒体となっている。 

 

 

10 総括 

(1) 準備 

① 事業スタートの遅れから、限られた準備期間（実質約 1ヶ月間）となり、準備不足は否め

ないものの、広島からベトナムへという遠隔準備の環境で、現地の留学情報会社であるLOTS 

COMPANY LIMITED（以下 LOTS）に会場手配・会場設営を一任でき、現地事情や現地の

留学イベント事情を踏まえた、（公社）広島県専修学校各種学校連盟の企画の開催ができた。 

   

② LOTS のイベント運営実績などから、「日本留学フェア」的な学校説明会との違いを明確

にした「広島への留学」学校説明会として企画・運営できた。 

   

(2) 広報活動 

「仲介業者（エージェント）」を介することなく、本事業のための独自の広報活動を展開した。 

① 留学フェア参加者募集のための情報発信手段として、現地の実情を踏まえ、LOTS 制作の

WEB・検索エンジンサイト・Facebook を活用したプロモーションを実施し、短期間で SNS

登録者数 1,600 名を獲得できた。 

   

② 学校等への告知手段として、LOTS のベトナム全国 191 の大学・短大・高校・日本語学校

との留学情報誌設置のネットワークを活用し、速やかに情報発信ができた。 

 

③ SNS 以外のプロモーションは、LOTS の留学情報誌「COMPASS」への広告掲載・配布で

あり、それに加え、上記の学校へ直接訪問、また、LOTS と提携のコンビニ「ミニストップ」

30 店舗での店頭掲示・チラシ配布等を行った。 

 

(3) フォロー体制 

LOTS による、継続した（公社）広島県専修学校各種学校連盟へのフォロー体制が確立できた。 

① 今回の留学フェアの実施を足掛かりに、反省点と改善点を明らかにし、それらに基づいて、

ベトナム国内での継続した情報発信が行える。 
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② 留学フェア参加者や、SNS 登録者のフォロー、LOTS 運営による留学フェアでの学校情報

の告知、留学希望者の志望校への紹介・申請業務等、現地拠点としての活動を留学フェアの

フォロー業務として依頼できる。 

  【例】留学フェア参加校のフォローのための学校紹介ガイダンスの実施 

・日程 2018 年 3 月 10 日(土) 午後 2：30～4：00 

・プログラム予定： ⅰ 広島県の紹介(留学フェア使用の動画放映) 

ⅱ 広島県専修学校の紹介(留学フェア使用の動画放映) 

ⅲ 専門学校の特徴説明 

ⅳ 各学校の学科及び、入学資格などの基本情報紹介 

Ⅴ 本事業作成パンフレットの配布 

 

(4) 課題の把握 

今回留学フェアの参加校および連盟として、「“広島”の“専修学校”への留学」に対するベトナム

での認識や、ニーズのレベル、取り組むべき課題が把握できた。 

  日本への語学留学は依然高水準の志望があるなかで、「日本での就職を目指す専門学校留学」の流

れと、「語学留学者の、就職を意図した専門学校への日本国内進学」の流れがあり、この両方を「広

島で実現する」モデルの構築が、連盟の今後の取り組みのビジョンになると思われる。 

   今回の課題及び改善点に関しては、第３章（P54～）に記載する。 
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Ⅱ ＷＥＢの整備 

 

１ 目 的 

（公社）広島県専修学校各種学校連盟ホームページのベトナム版の作成。  

現在、当連盟ホームページには「留学生向けページ」を掲載しているが、トップページが日本

語のため、ベトナムからの閲覧者は少ないと思われる。そのため、現在の日本語版でのホームペ

ージを、閲覧者にわかりやすくリニューアルし、それをベトナム語に翻訳したベトナム語版での

ホームページを新たに作成し、２言語でのホームページとする。 

また、留学フェア用に作成する各分野の紹介動画（授業や実習の様子）と、学生の１日の過ご

し方の動画も掲載する。 

スマートフォン・タブレットに対応し、Facebook、Google、LINE 等ベトナムで使用率の高い

SNS ツールも使用し、３年間を通し、ベトナムに紹介するためのＷＥＢプロモーションを実施す

る。  

       

２ 事業概要 

① （公社）広島県専修学校各種学校連盟ホームページのベトナム語対応。 

② ベトナムでの広島の専修学校認知のための、今回のターゲット分野である３分野の紹介動

画の制作。 

③ ３分野のある留学生の１日にスポットを当てた広島の魅力紹介動画の制作。 

④ 動画を一覧してＷＥＢプロモーションを行うための YouTube チャンネルの開設。 

 

３ 取り組みの推進体制 

広島工業大学専門学校を中心に、工程表の作成及び工程管理を行った。 

また、留学生向けホームページを掲載している、ＴＣＥ財団・大阪府専修学校各種学校連合会・

福岡県専修学校各種学校協会に協力を求め、広島ベトナム協会より支援を受けた。 

事業推進にあたっては、平成 29 年 12 月 20 日(水)に、構成員で全体会議を行い、その後はＷ

ＥＢの制作過程の閲覧が必要なため、Ｅメールを使用して意見交換を行った。 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟ホームページアドレス http://www.hirosenkaku.or.jp 

 

４ 構成員 

 氏名 所属・役職 

１ 原田 優子 公益社団法人広島県専修学校各種学校連盟 会長 

２ 坂本 登美子 広島工業大学専門学校 副校長 

３ 小谷 亮爾 小井手ファッションビューティ専門学校 校長 

４ 田中 信也 広島ＹＭＣＡ専門学校 事務長補佐 

５ 森元 寛美 専門学校広島国際ビジネスカレッジ 事務長 

６ 林  辰也 特定非営利活動法人広島ベトナム協会 理事長 
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５ 事業内容 

(1) 日本語版ホームページのリニューアル 

 

＜トップページ＞

本連盟のロゴに成長をイメージさせる双葉が使用されていること、安心感を表す色と
いうことでメインカラーに「グリーン」を採用。
また、ターゲット層が学生ということもあり、スマートフォン・タブレットに対応。

[タブレット表]

[スマートフォン表示]

＜広島専修学校各種学校連盟公式ホームページリニューアル＞
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＜「学生の皆様へ」ページ＞

【全学生向け(留学生共通)】・

【留学生】の2つのカテゴリーに

分類して紹介。
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＜「専修・各種学校で学ぶ魅力」ページ＞

広島の専修学校認知のため、

工業・福祉・服飾分野を動画で
紹介。
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＜「専修・各種学校で取得できる資格」ページ＞

ボタンを押すと

「国家資格」一覧、

「その他主な資格・検定」一覧

に切り替わります。

広島の専修学校・各種学校で取

得できる資格を1ページにまとめ、

見やすくしています。



- 36 - 

 

 

＜「広島の専修学校を探そう」ページ＞

[カテゴリー選択画面]

[検索結果画面]

[各学校紹介画面]

留学生受け入れ学校にはアイコンをつけ、わかりやすくしています。
(ベトナム語版は留学生受け入れ学校情報のみ表示)
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＜「留学先に広島を選びました」ページ＞

「工業・服飾・福祉」各分野で

学ぶ留学生の1日にスポットを当

て、留学生の声を動画で紹介。

また、広島での生活をより知っ

てもらうため「留学先に広島を

選んだ理由」・「いちおしグル

メ」などインタビュー記事も掲

載しています。
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＜「日本に留学するには」ページ＞

留学を決めてから留学するまでの

流れを5ステップにまとめて紹介。

留学をするために必要な手続きな

ど複雑な手続きをわかりやすくま

とめ掲載しています。
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＜「資料請求・お問合せ」ページ＞

資料請求・お問合せフォームを設置。

当連盟との連絡を希望するユーザー

の導線を確保し、資料請求・お問合

せのしやすい環境をつくり専門学生

の獲得へ努めます。
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⑵ ベトナム語版ホームページの作成 

 

＜トップページ(ベトナム語版)＞

ベトナム語による広島専修学校各種学校連盟公式ホームページを新たに開設。
留学を希望するベトナム人に向け、「広島」・「専修学校・各種学校」の情報を発信。
ベトナム人留学生の獲得を目指す。
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＜学生の皆様へ(ベトナム語版)＞
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＜留学先に広島を選びました(ベトナム語版)＞
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＜専修・各種学校について(ベトナム語版)＞
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Ⅲ 広島県内専門学校見学会 

 

１ 目 的 

ベトナムでは 2016 年に小学校へ第１言語として日本語教育が導入され、高校や大学でも日本語

教育を第２言語として導入が進み、これからも留学生は増加して行く可能性が高い。  

 平成 29年度のベトナムからの留学生で、広島県の専修学校専門課程に在籍している留学生は 156

名しかいない。ベトナムからの留学生の大部分は日本語学校や大学への留学であり、留学先も、友

人の紹介等少ない選択肢の中から選択している。これは広島県の知名度や、専門学校の認知度が低

いことが要因と思われる。  

以上のことから、ベトナムより大学及び日本語学校の教職員を広島に招聘し、専門学校で展開さ

れている実践的な職業教育への理解を深めてもらい、大学と異なる特色をアピールするとともに、

広島県という地方都市ならではの暮らし易さを知ってもらうこと、さらには、現在、各専門学校で

学んでいるベトナム留学生からの生の声を聞いてもらい、広島県内の専門学校への留学を促進する

ことを目的とするものである。 

 

 

２ 取り組みの推進体制 

(公社)広島県専修学校各種学校連盟を中心に、招聘学校を選定し、交渉及び広島訪問のスケジ

ュール調整等諸準備を行うと同時に、広島市内及び福山市内の訪問校を選定し、随行者とスケジ

ュール調整等諸準備を行い、ベトナム人留学生との交流会、及び関係団体との交流会の諸準備を

行った。 

事業推進にあたっては、平成 29 年 12 月 20 日(水)に、構成員及び留学フェア参加者と合同で

全体会議を行い、事業内容の検討を行った。 

平成 30 年 1 月 12 日（金）には構成員会議を開催し、役割分担等での意思統一を図った。 

 

 

３ 構成員 

 氏 名 所属・役職 

１ 原田 優子 (公社)広島県専修学校各種学校連盟 会長 

２ 坂本 登美子 広島工業大学専門学校 副校長 

３ 中村 安行 ＩＷＡＤ環境福祉リハビリ専門学校 専務理事 

４ 田中 信也 広島ＹＭＣＡ専門学校 事務長補佐 

５ 森元 寛美 専門学校広島国際ビジネスカレッジ 事務長 

６ 林  辰也 特定非営利活動法人広島ベトナム協会 理事長 

７ 石田 文典 広島県中小企業団体中央会 専務理事 
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４ 招聘者の所属大学・日本語学校について 

(1) 私立ドンナイ技術大学（DNTU:Dong Nai Technology University） 

招聘者２名 

  氏名 Nguyen Thi Thu Thuy（グエン・ティ・トウ・トゥイ） 

役職 国際関係部門 専門員 

氏名 Huynh Nhu Yen Nhi（フェン・ニュー・イェン・ニー） 

役職 外国語センター グループリーダー 

 

① 大学概要 

2005 年に創立され、南部ベトナムにおいて高等教育と職業訓練を行う、一流の私立大学と

して教育にも研究にも優れている大学である。 ベトナム各地から入学してくる千人の学生た

ちに、多様な専門分野を用意し、様々なニーズに対応した教育を実施している。大学は独自の

伝統的な教育方針により、学生たちに独創的で刺激的な教育の場を提供している。 

また、学生たちは公的資格の取

得に加えて、職場体験実習も行っ

ている。これらの結果、学生たち

は、真の学習の喜びを知り、生涯

にわたり学習を続けることができ

るであろう。  

大学は、ホーチミンから約 30 キ

ロ北にあるドンナイ省ビエンホア

市の中心部に位置している。ドン

ナイ省には、多くの大きな工業団

地がある。また、ビエンホア市は、

ドンナイ省南部、ホーチミン市、

ブンタウ省、ビンズオン省などに

隣接しており、海外からの投資家

を引き付ける大型経済地域の中心

部に位置している。 

これらの地域では、毎年多くの

熟練した労働力が製造部門や経済

部門において必要とされている。しかし、労働力は不足しており、職業訓練の重要性と必要性

が叫ばれるなか、ドンナイ技術大学は多くの企業などに優れた人材を輩出している。 

大学は、地方産業界の現状と国の社会・経済・産業の動向を十分に把握することにより、常

に教育プログラムの改善や研究方針の変更を行っている。そのことにより、地方においてもま

た国においても優れた資質を持ち、尊敬され、必要とされる卒業生を育てている。 

 卒業生は、同窓生としてドンナイ技術大学の世界的ネットワークの支援を受け、就職後に

おいて企業などでキャリアを積んで成長していくのである。 
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② 学部構成 （７学部） 

以下のような学部で構成されている。なお、教員数は非常勤含め約 400 名である。 

・情報学部 

コンピュータサイエンス・ソフトウエア・情報システム 

コンピュータネットワークシステム  

・工学部  

電気工学・電子工学・自動車・機械工学・製造工学・メカトロニクス・建設工学 

土木工学・道路と橋梁・建設工学  

・化学工学部  

食品加工・食品バイオ・環境工学・資源管理と環境・化学工学・バイオ  

・健康科学部  

看護・医療  

・会計金融学部  

会計監査・企業財政・金融ファイナンス  

・ビジネス学部  

ホスピタリティ経営・ツーリズムビジネス  

・外国語学部  

英語・通訳・ビジネス英語  

＊現在、日本語を第二外国語科目として開講しており、履修者数は約 100 名である。  

③ 施設設備・学生寮 

大学の土地の広さは 83,000 ㎡、

建物はとても美しくモダンで、教

室、講演会ホール、ワークショッ

プ用施設、研究所、図書館が整備

されている。具体的には、90 室

のインタラクティブな教室、最新

の実践的な学びのための 50 の研

究所とワークショップがある。  

図書館は、グループ学習用の部

屋や最新の 80,000 冊以上の電子

書籍、65,500 冊の英語とベトナ

ム語の学術書籍がある。スポーツ

施設は、7,500 ㎡の広さで６つの正式競技ができる環境である。 

学生寮は、６階建てで 4,318 ㎡の広さがあり、約 1,000 人を収容することができる。モダンな

造りで、24 時間専門チームにより管理されている。部屋は、個室と５人～６人の共同部屋があ

る。女子学生寮は２棟ある。部屋の備品は完備されており、さらにインターネットも利用できる。

また、教職員用のアパートは全て家具付きとなっており、エアコンが完備されており、大学のイ

ンターネットやプリンターを使用できる環境にある。  
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居住者のための静かに本を読んだり勉強したりする専用スーペスもあり、食事を学生たちが自

分で作り楽しむことができる台所も完備している。  

 (主に同大学の英文Webサイトからの日本語訳により作成)  

 

(2) 南日南日本語学院（TRUONG NHAT NGU NAM NHAT NAM） 

  招聘者２名 

   氏名 Vo Chi Trung（ヴォー・チー・チュン） 

役職 社長 

氏名 Nguyen Vu Khanh（グエン・ヴー・カン） 

役職 副社長 

 

① 日本語学院概要 

ドンナイ省ビエンホア市にある日本語学校で

ある。「南日南」とは、ベトナム・日本・ベトナ

ムを表している。日本語学習者は約 450 名。その

約８割は工業団地で採用されて働いている。残り

の２割が日本への留学を希望している。経営者の

Vo Chi Trung 氏は、仏教大学の国費留学生とし

て日本に留学経験があり、また日系企業にも勤務

していた。2012 年３月に学院を設立した。これ

までに約 1,000 名を超える修了者を出している。 

 

② コース構成 

  ・日本語一般教育コース 

  ・日本語能力試験(JLPT)受験コース 

  ・コミュニケーション中心コース 

  ・一般事務職用日本語コース＊ 

  ・社内日本語研修コース＊ 

  ・高校・短大日本語研修コース＊ 

  ・研修生・実習生・留学生向け日本語 

コース＊（＊オーダー制） 

 

 

 

５ 日程 

 上記の４名の先生方には、以下のような日程により３分野の専門学校を見学していただいた。 

また、交流会においては、第１日目は専門学校や日本語学校で学んでいる約 40 名のベトナム人

留学生から直接話を聞いていただいた。 

２日目には、本事業の構成員である特定非営利活動法人広島ベトナム協会、広島県中小企業団体
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中央会、広島県地域政策局国際課の方々や、当連盟関係者とも交流を深めていただくことができた。 

 

★日程表 

  

 

 

６ 招聘者からの感想・評価 

 招聘者の先生方からは、以下のような感想や評価をいただくことができた。 

 ・初めて広島を訪問したが、広島県専修学校各種学校連盟の先生方の温かい対応に感激した。 

  ベトナムで日本語を学んでいる学生たちに見聞きしたことを伝えたい。 

 ・各専門学校の教員がベトナム留学生に対して熱心に指導されていたことに感心した。 

 ・専門学校では、技術教育だけでなく人間教育にも力を入れておられることに特色を感じた。 

 ・専門学校は大学と比べ実習時間が多く、また、公的な資格取得もできるため、留学生が就職す

るにあたり大変有利であることを良く理解することができた。 

 ・広島工業大学専門学校にはドンナイ技術大学と同様の機械や電気電子等をはじめとした技術系

の学科があり、来年度にも相互交流に関する提携文書（MOU）の締結を進めたい。また、Ｉ

ＧＬ医療福祉専門学校には看護系の学科があることから、今後同様な提携ができるのではない

かと思う。 

 ・留学生との懇親会では、直接、学んでいる内容や将来の夢について聞くことができて良かった。 

 ・介護福祉士の資格を取れば日本で働くことができること、また、５年間の特例措置があること

（2021 年までの介護福祉の専門学校卒業生）を初めて知った。 

その他、懇親会に参加した専門学校日本語学科教員からは、日本語学科卒業後に、専門学校 

  専門課程に進学した学生に久しぶりに会い、就職内定したという報告を聞くことができ、とて  

も良かったという声や、広島県内の専門学校と、日本語学校（日本語学科設置専門学校）が、  

もっと密に連携してベトナム留学生の募集にあたるべきだと感じた等の感想があり、大変充実 

した交流会となった。 

 

月 日 曜日 招聘者スケジュール

２月 ５日 （月） 広島空港着 事務局長 沖　周平

６日 （火） 広島市内専門学校見学 実施責任者 坂本 登美子

　１　ナーシングホームシャレー（IGL特別老人養護ホーム） 事務局長 沖　周平

　２　ＩＧＬ医療福祉専門学校

　３　小井手ファッションビューティ専門学校

　４　広島工業大学専門学校

ベトナム人留学生との交流会

７日 （水） 福山市内専門学校見学 実施責任者 坂本 登美子

　１　福山福祉専門学校 事務局長 沖　周平

　２　専門学校ファッションビジネス・アカデミー福山

　３　専門学校広島国際ビジネスカレッジ

関係団体との交流会

８日 （木） 広島空港発 事務局長 沖　周平

担当者
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★ 専門学校見学の写真 

   

① ナーシングホームシャレー          ② ＩＧＬ医療福祉専門学校 

 

 

   

③ 小井手ファッションビューティ専門学校      ④ 広島工業大学専門学校 

 

 

   

     ⑤ 福山福祉専門学校       ⑥ 専門学校ファッションビジネス・アカデミー福山 
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⑦ 専門学校広島国際ビジネスカレッジ 

 

 

 

★ベトナム人留学生との交流会写真 

  
 招聘者４名                  オープニング 

 

 

  

懇談                   集合写真 
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★関係団体との交流会写真 

  

オープニング              広島ベトナム協会活動報告 

 

 

  

招聘者挨拶                 集合写真 

 

 

交流会出席学校名および団体名 

ベトナム人留学生との交流会 ２月６日（火） 

・広島工業大学専門学校 

・ＩＧＬ医療福祉専門学校 

・広島ＹＭＣＡ専門学校 

 

関係団体との交流会 ２月７日（水） 

・特定非営利法人広島ベトナム協会 

・広島県中小企業団体中央会 

・広島県地域政策局国際課 

・学校法人 鶴学園 

・（公社）広島県専修学校各種学校連盟 
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第３章 実施事業の成果と課題 
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Ⅰ 事業の成果と課題 
 

１ ベトナム広島県専門学校留学フェア 

(1) 事業の成果  

① 平成 30 年 1 月 20 日、21 日の２日間で、ベトナム２都市での広島県専門学校説明会を

実施した。  

② 会場には、学校説明ブース（７校）を設置し、各学校の学校説明を行うと共に、各分野

の紹介動画（授業や実習の様子）と、広島県紹介動画を放映し、留学先としての広島県、

また、実習中心の専修学校の魅力をアピールした。 

③ 事業開始が遅れ、短期間での告知となったが、仲介業者（エージェント）を介すことな

く広報し、予定を下回るものの、ホーチミン会場 119 名、ハノイ会場 81 名という来場

者があった。 

④ 予定より少ない来場者数であったが、アンケートの「広島へ留学したいですか」という

質問には 80％が「はい」と回答し、一定の成果は得られた 

⑤ 現地の留学情報会社である LOTS COMPANY LIMITED（以下 LOTS）に広報活動及び

会場手配等を依頼したことで、相互の関係を深めることができ、留学フェア後の広報活動

のフォロー体制も整った。 

   

(2) 課題 

① 広報に関しては、業者等が開催する他の学校説明会では、必ず仲介業者（エージェント）

に依頼して入場者確保を図っているが、LOTS の広報活動は、仲介業者（エージェント）

を介さないことを基本にしており、“動員を図る”という点では予想を下回る２会場合計

200 名程度の来場という結果になった。 

  しかし、“動員を図る”だけで直接広島留学に結びつくかは疑問であり、広島留学を希望

する学生の集め方を検討する必要がある。 

② 告知期間が短すぎ（実質１カ月）、周知不足は否めない。参加学生からは、「３か月前か

らの告知が必要である」との声が多く聞かれた。 

今後の留学フェア等への集客という点では、現地の慣習に従った手段の改善とともに、

告知期間や、明確な目標設定・計画の策定が必須である。 

③ 参加各校ブースの通訳を務めた大学生は、大学の授業以外にも、日本語クラブに所属し

日本語学習を強化している。これらのクラブは日本語・日本語学習に関するさまざまな情

報の集約基地ともなっているようである。 

次回以降の告知のキーステーションとしての連携を検討するとともに、「専門学校留学か

ら就職」という流れが、このような“日本語上級者”の留学ニーズに合致しているかどう

かの検証も行い、留学生のターゲットとしての検証を行う必要がある。 

④ フェアの運営に関しては、イベントして行った「日本語スピーチコンテスト」の出場者

数、聴講者ともに改善が必要である。 

ハノイ会場では、関係者の飛び入り参加でも内容的に素晴らしいスピーチが行われた反

面、事前の募集段階では、「スピーチは無理」という声が多く聞かれた。 
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    また、今後実施する際には、テーマのセレクトも必要になると思われる。今回は広島の

フェアということで「平和」に関するテーマが多く、「広島」、「平和」、「日本語」、「日本

留学」というカテゴリーが中心であった。 

    日本での専門的な就職、ということを今後更に訴求していくことを考える場合、関係す

るテーマ設定や、関連する専門性を持つスピーカーによるスピーチなども検討し、「広島」、

「日本語＋専門分野の学習」、「就職を目指した留学」というカテゴリーでの情報発信も行

うことは価値があると思われる。 

  ⑤ 参加校の情報発信に関して、今回は初回ということであり、まずはこれまでどおりの各

校の情報発信を行ってみて、ニーズの有無・レベルや学生の志向について、各校なりのさ

まざまな気づきが多数得られたと思われる。 

今後の課題検討や次年度事業計画の検討をはじめとして、この気づきを連盟全体の経験

値・共有情報として集約し、まずはこの１年間のフォローアップや各校の発信情報の改善

に活かしていきたい。 

    特に、専門学校留学で、「専門教育を受け、日本で就職するための背景」情報として、

資格や制度に関する情報提供とともに、「留学 ⇒ 日本での就職 ⇒ その後の母国で

の活躍」の事例やモデルケ－スを、各校や当該分野の実例をもとに情報発信するなどの踏

み込んだ対応が必要となろう。 

 

 

２ ＷＥＢの整備 

(1) 事業の成果 

① （公社）広島県専修学校各種学校連盟ホームページのリニューアルと、新たにベトナム

版を作成し、２言語で閲覧できるホームページとした。 

② 「ベトナム広島県留学フェア」での専門学校認知のための、ターゲット３分野の紹介動

画を制作し、ホームページにも掲載した。 

③ ３分野のある留学生の１日にスポットを当てた、広島の魅力を紹介する動画を制作し、

ホームページに掲載した。 

④ 動画を一覧して WEB プロモーションを行うための「YouTube チャンネル」 を開設し

た。 

⑤ スマートフォン・タブレットにも対応し、Facebook、Google、LINE 等ベトナムで使用

率の高い SNS ツールも使用した。  

⑥ ベトナムで、（公社）広島県専修学校各種学校連盟ホームページの閲覧者を増やすための

告知として、留学フェアで関係を深めた LOTS から情報発信をすることになった。 

  

(2) 課題 

① 制作期間の短さから、製作会社との意思疎通が思うようにできず、確認作業に手間取っ

た。 

② ホームページが 3 月公開となり、閲覧者数のカウント等、事業の検証ができなかった。 

③ 今年度は当連盟ホームページのリニューアルを行ったため、LOTS 制作の留学フェア告
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知用のベトナムでの WEB や SNS との連携が間に合わなかった。 

 

 

３ 広島県内専門学校見学会 

(1) 事業の成果 

① 平成 30 年 2 月 5 日～8 日の日程で、ベトナムのドンナイ技術大学及び、南日南日本語学

院から、各２名の教職員を広島県に招聘し、２日間にわたり広島県内専門学校を見学・視

察し、広島県の専門学校及び広島県の認知度を高めることができた。 

② 見学先専門学校との提携についてであるが、広島工業大学専門学校にはドンナイ技術大

学と同様の機械や電気電子等をはじめとした技術系の学科があり、来年度にも相互交流に

関する提携文書（MOU）の締結を進めることとなった。また、ＩＧＬ医療福祉専門学校に

は看護系の学科があることから、今後同様な提携ができる可能性が高い 

また、南日南日本語学院は、訪問６校に対して、留学の可能性を確認しており、今後の

関係を深めることにより、仲介業者（エージェント）を介すことなく留学できるルートを

確立したい意向があり、引き続き検討することになった。 

  ③ 「ベトナム人留学生との交流会」「関係団体との交流会」では、１日目は専門学校や日本

語学校で学んでいる約 40 名のベトナム人留学生から直接話を聞いていただき、２日目には、

本事業の構成員である特定非営利活動法人広島ベトナム協会、広島県中小企業団体中央会、

広島県地域政策局国際課の方々や、当連盟関係者とも交流を深めていただくことができた。 

 

(2) 課題 

  ① 短期スケジュールであったため、実質２日間での専門学校訪問となった。 

    学校見学及び学校説明に時間を割いたため、相互提携についての懇談時間が少なかった。 

  ② 招聘者の日本語能力に差があった。 

ドンナイ技術大学教員２名は、ベトナム語と英語での会話が可能であり、南日南日本語

学院教員２名はベトナム語と日本語の会話が可能であった。通訳を随行していないため、

南日南日本語学院教員に通訳をしていただいたが、ドンナイ技術大学教員とのコミュニケ

ーションという意味では課題が残った。 

  ③ 専門学校訪問を目的としていたため、広島県国際課が取り組んでいる留学生の住環境の

整備内容を確認するまでに至っていない。招聘者は、交流会でベトナム人留学生に直接聞

き取りを行っていたようだが、住環境などの実際の見学が必要であった。 

  ④ 専門学校見学に重点を置いたが、専門学校卒業のベトナム人留学生が就職する企業見学

も取り入れるべきであった。 
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Ⅱ 課題の改善と次年度計画概要 
 

１ ベトナム広島県専門学校留学フェア 

(1) 課題の改善 

① 留学フェアの日程設定に関しては、文部科学省との委託事業手締結後に決定するが、広

報期間を長く設定する。 

② 広報は、今年度同様、仲介業者（エージェント）を介すことなく現地会社 LOTS に依頼

する。 

③ 広報先として、大学の「日本語クラブ」等、今回知りえた情報に基づいて広報範囲を拡

大し、「広島へ留学したい」という学生の参加を募る。 

  併せて“日本語上級者”の留学ニーズに合致しているかどうかの検証も行う。 

④ フェアの運営で、「日本語スピーチコンテスト」に関しては、「留学先としての広島」、「ど

の専門分野で学びたいか」、「日本での就職希望について」というような留学に関する発表

テーマを告知し、ベトナム人学生の留学への意欲を引き出す。 

  ⑤ 専門学校進学には日本語能力 N２以上が必要なため、今年度参加校はもとより、日本語

学科を持つ専門学校の参加を促す。 

  ⑥ 今回の事業で、連盟との関係を築くことができた南日南日本語学院（ドンナイ省）及び、

新たな関係を希望する日本語学校がダクラク省にあり、次年度の開催地はホーチミンと併

せて３か所で開催する。 

 

(2) 次年度計画 

① 期 間：平成 30 年 10 月（１週間程度を予定） 

② 開催地：ホーチミン市・ドンナイ省・ダクラク省（３か所） 

③ 内 容：広島県専門学校説明会及び大学・日本語学校視察 

④ 参加校：10 校程度 

 

 

２ ＷＥＢの整備 

(1) 課題の改善 

① LOTS 制作の留学フェア告知用のベトナムでの WEB や SNS との連携を持たせる。留学

フェアの早期告知と、ベトナム国内からの閲覧者増につなげる。 

② 製作会社との意思疎通のため、定期的に確認作業及び打ち合わせを行う。 

③ 事業開始から閲覧者数のカウント等を行い、今年度事業の検証及び適宜情報更新を行う。 

 

(2) 次年度計画 

① 日本への留学方法の説明映像制作。 

アニメーションや画像等で説明することにより、多くの情報が正確に伝わり、動画を視

聴することにより記憶定着率を高める。  

② 留学生紹介、分野別紹介動画の追加制作をする。 
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③ 企業の留学生受け入れ映像制作をする。 

④ SNS 等を利用した WEB プロモーション用映像の制作をする。  

⑤ SNS 等での広告プロモーションの実施をする。  

 

 

３ 広島県内専門学校見学会 

(1) 課題の改善 

① スケジュールを見直し、７日程度のスケジュール（実質５日間）とする。 

② 学校見学及び学校説明以外に、広島県の環境確認のため、留学生の住環境等も視察する。 

③ 招聘者の日本語能力に合わせて、必要であれば通訳を随行する。 

④ ベトナム人留学生が就業する企業訪問を追加し、実情を確認する。 

⑤ 招聘時期を変更する。 

平成 30 年度事業で「プチ留学体験」を実施予定であるが、この事業と日程を合わせるこ

とにより学生も安心して来広できるようにする。 

 

(2) 次年度計画 

① 期 間：平成 30 年 10 月（１週間程度を予定） 

② 訪問先：広島市内及び福山市内の専門学校及び専門学校卒業したベトナム人留学生の就

職企業 

③ 内 容：専門学校視察及び提携に関する検討 

      企業でのベトナム人留学生の就業状況の確認 

      留学生の住環境等の視察 

      ベトナム人留学生との交流会の開催 

      関係団体との交流会の開催 

④ 招聘者：４名程度 

 

 

４ プチ留学体験（平成 30 年度新規） 

(1) 次年度計画 

① 期 間：平成 30 年 10 月（１週間程度を予定） 

      （「広島県内専門学校見学会」と日程を合わせる。） 

② 受入先：広島市内及び福山市内専門学校 

③ 内 容：専門学校での座学・実習体験 

インターンシップ先企業の見学 

留学生の住環境等の視察 

ベトナム人留学生との交流会の開催 

関係団体との交流会 

④ 招聘者：10 名程度 
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